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本学では、各種留学プログラムを充実させて、
グローバル人材の育成に力を注いでいます。

●きっかけ
私は経済と経営に強い関心があり、またこれまで学んできたフランス語をさらに磨
きたいと考え、両方の条件に合うフランスのエクス・マルセイユ大学への留学を決
めました。

●留学で学んだこと
この留学中、様々な人と出会い、多様な考え方や価値観に触れることができました。
働きながら学んでいる人、20 歳以上年上の人、紛争を抱える国から来た人などと、
グループワークやプライベートを通じて、互いを理解し、尊重し合うことの大切さを
学びました。各国の文化や言葉、得意分野を教え合うなどして、一生の仲間に出
会えたことも、大きな財産になりました。

●これからの目標
この留学を通じて、経済と経営の勉強が益々楽しいと感じるようになり、さらに学
びを深めたいと思っています。また、これからも人との出会いやご縁を大切にし、
自分の視野を広げていきたいです。

同志社大学の留学プログラムおよび奨学金により留学・海外活動をした政策学部生

●ケンブリッジ大学（イギリス）
●リーズ大学（イギリス）
●メルボルン大学（オーストラリア）
●ディーキン大学（オーストラリア）
●カリフォルニア大学アーバイン校（アメリカ）
●ゲルフ大学（カナダ）
●オークランド大学（ニュージーランド）
●コーク・カレッジ大学（アイルランド）
●ワルシャワ大学（ポーランド）
●オスロ大学（ノルウェー）

●ヨーテボリ大学経済商法学部（スウェーデン）
●ボローニャ大学（イタリア）
●フライブルク大学（ドイツ）
●テュービンゲン大学（ドイツ）
●エクス・マルセイユ大学（フランス）
●サラマンカ大学（スペイン）
●華東師範大学（中国）
●淡江大学（台湾）
●ソウル大学（韓国）
●延世大学（韓国）

P-cup
学部創立当初から、学生主体で開催さ
れてきたゼミ対抗のバレーボール大会
です。各ゼミでおそろいのTシャツを
作ったり、皆で練習に励んだりと、どの
ゼミも気合十分！　学生と教職員が一
体となって盛り上がる、政策学部ならで
はの恒例イベントです。

学生主体の取り組み

政策学会講演会

政策学部には、政策に関する学術の研究を支え、政策学の確立と発展を目的とした政策学会
があります。政策学会では、社会の様々な分野で活躍されている専門家を招いた講演会を実
施し、学生が広い視野で学べる機会を提供しています。

（2025年度実績）145 人

●JICAウガンダ（ウガンダ）
●在ウガンダ日本国大使館（ウガンダ）
●マケレレ大学（ウガンダ）
●モンゴル国立大学（モンゴル）
●丸紅株式会社 ウランバートル事務所（モンゴル）
●児童養護施設「太陽の子どもたち」（モンゴル）
●アウシュヴィッツ強制収容所（ポーランド）
●サライェヴォ大学（ボスニア・ヘルツェゴビナ）
●在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館
� （ボスニア・ヘルツェゴビナ）

●フィリピン大学（フィリピン）
●JICAマニラ事務所（フィリピン）
●日系高齢者支援団体「Yu-Ai Kai」（アメリカ）
●トロント市役所（カナダ）
●トロント州立大学（カナダ）
●NPO法人「Park People」（カナダ）
●ブリティッシュ・コロンビア大学（カナダ）
●ブリティッシュ・コロンビア州控訴裁判所（カナダ）
●カリンガ社会科学研究所（インド）
●在インド日本国大使館（インド）

同志社大学の留学プログラムによる主な留学先一覧 政策学部のゼミ活動による主なフィールドワーク先一覧

白熱の政策学部
ゼミ対抗

バレーボール大会

岡本ゼミは、2017年度から東アフリカのウガンダで海外フィールドワーク
（FW）を行っています。コロナ禍でも現地とオンラインで回線をつないで、
現地のカウンターパートとのつながりを大事にしてきました。

開始当初は、ODA技術協力プロジェクトの一つである北部ウガンダ農家
生計向上プロジェクト（NUFLIP）や認定NPO法人のテラ・ルネッサンス
の活動等、国際協力の効果を分析してきました。しかし、次第に、フェアト
レード、エコツーリズム、ソーシャルベンチャーといったビジネスを通して
日本とつながりのある現地団体とも協力関係を築き、調査活動だけでな
く、学生ならではの提案や実践活動を行うようになりました。その一環とし
て、毎年、11月の学園祭では、フェアトレードコーヒーや女性コーヒー農家
さんに製作していただいているハンディクラフトを販売し、そこで得た収益
をアフリカに還元しています。現在では、PDCAサイクルを通じて、先輩か
ら後輩ゼミにプロジェクトをつなげ、日本とアフリカとのパートナーシップ
の強化に努めています。

持続可能な開発を実現する
グローバル・パートナーシップを追い求めて

小谷ゼミは、環境法政策とまちづくりをテーマに、座学に加えて、住民・行政・
企業と連携しながら課題解決や地域活性化を目指して企画立案から事業化
まで行う実践型の研究を展開しています。大切にしているのは、現場に足を運
び、地域の課題を立体的に理解することです。

2025年度は、ごみ処理施設の建て替えにより約10年間環境学習が途絶えてし
まうという課題に向き合うため、宝塚市でフィールドワークを実施しました。市
役所で関係部署に幅広くヒアリングを行い、建設受託企業から新施設の特徴
を学ぶとともに、旧施設のごみピットや中央制御室を見学。関係者との対話を
通じて、市民の暮らしや施策の方向性への理解を深め、ごみゼロ推進とリサイ
クルの徹底を志向した先進的な取り組みがある一方、ルール等の浸透の難し
さという課題も見えてきました。小学校では先生方から環境学習のポイントを
伺い、さらに駅前で約100名への市民アンケートを実施。「ごみ問題への意識
は高いが、行動変容につながっていない」というギャップを発見しました。

現場での学びをもとに、学生たちは「混ぜればごみ、分ければ資源」をキー
ワードにした体験型プログラムを構想。分別ミスによる事故リスクを伝える仕
掛けや働く人の視点を取り入れた動画制作など、多様で創造的なアイデアが
生まれました。知識を体験に、体験を行動に結びつける工夫が詰まった多数
の提案がありました。その後は、川崎重工業（株）主催の大学生向けコンペ「K
カレッジ」に応募し、プログラムの実現を目指しています。

現場で学び、地域の課題を自ら考え、行動に結びつけていく―こうした社
会を変える力を育むうえで、フィールドワークの経験は大きな役割を果たして
います。

現場から学ぶリアルな課題理解
学びをカタチに、提案から事業化へ

岡本 由美子ゼミ

海外フィールドワーク

小谷 真理ゼミ

国内フィールドワーク

 � JICAの北部ウガンダ農
家生計向上プロジェクト
のインパクト評価を行うた
め、農家さんを実際に訪問
して、ヒアリングしました

 � マケレレ大学で研
究交流を実施しました

 � フェアトレード団体の女性幹部と
ミーティングを行い、かつ、学園祭
で販売するハンディクラフトの買い
付けも完了しました

 � 実際に農家さんを数
軒訪問した後、プロジェ
クト・サイクル・マネジメ
ント（PCM）手法を復習
しました

 � 2日目はプログラムの企
画に向けたアイデア出し
ワークショップ

 � 旧施設にて子どもたちに
人気のごみピットを見学

Field
work

 � 建設受託企業よりごみ処理の
動向や新施設の特徴を学ぶ

 � 宝塚駅前にて市民アンケート
を実施

堂山 結衣  3年次生 ※学年は取材時のもの���ú�×���… 2025年度参加学生

2024年８月〜2025年６月留学先 留学期間エクス・マルセイユ大学

海外留学に関する
詳細はこちら

●北部ウガンダにおける平和構築活動—日本のNGOの挑戦
●「前向き」訴訟を活用する世界の若者たち：気候訴訟の現状と可能性
●最高の教育を世界の果てまで～僕が途上国の教育に関わり続けるわけ～
●次世代AIでよみがえる日本経済
●交通政策と持続可能な社会—日本最古の私鉄が挑戦するデジタルトランスフォーメーション
●政策の戦略的運用—シンガポールのケース

政策学会講演会レポート一覧はこちら

2025年度に実施した講演会テーマ（一部）
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同志社大学政策学部を選んだ理由は？
川井　今日は受験生に「政策学部には
こんな学びがある」ということを知って
もらうために、座談会の場を設けました。
まずは皆さんが同志社大学政策学部を
選んだ理由を教えてもらえますか？

中村　私は「政策」というキーワードに
興味を惹かれました。「法律」や「政治」
に興味があったのですが、それらを統合した「政策」を学べると
いうところですね。そして政策学部がコンセプトとして掲げている
イシュードリブン※のスタイルが自分に合っていると思ったことも
大きかったです。

イシュードリブン……同志社大学政策学部が学びの基本としている、自ら見
つけた課題を起点に客観的かつ論理的に思考し、その解決法を導き出すアプ
ローチのこと。

川井　何が中村さんの「イシュー（課題）」でしたか？

中村　地元の街はいわゆるニュータウンなのですが、大型スー
パーが閉店してから街の活力が失われ、人口もどんどん減ってい
きました。「このままではまずいな…」ということを肌で感じ、何か
解決策を見つけたいと思ったことです。

岸本　私の場合は高校時代から興味の範囲が広かったので、学
ぶことを何か一つに限定したくなかったんです。そこで幅広い学
びに触れることができる政策学部を選びました。入学してみると、
想像以上に学べることの選択肢が多く、何を学ぶか迷ってしまう
ほどでしたが、最終的に「地方自治」というテーマを選びました。

今江　私は高校時代スキー部でしたが、合宿や大会でスキー場
に行くと地方の過疎化を実感しました。また、地球温暖化の影響
による雪不足で、予定されていた大会が開催できなかったこと
も。こうした体験から地方創生や観光政策、環境問題に興味を持
ち、すべてを学べる学部は政策学部だと思いました。

川井　自分の経験から五感を使って「イシュー」を発見し、その
解決策を考える…まさに理想的な姿勢です。素晴らしいですね。

自分で扉を開く── それが政策学部の学び
川井　ではこれまでの学びのなかで皆さんの印象に残っている
ことを教えてください。

今江　私はゼミで「人」と「組織」の関わりについて学んできた
のですが、3年次のフィールドワークが印象に残っています。東京
の大企業を相手に人材コンサルタントをされている方とオンライ
ンで何度もやりとりし、新入社員がいかに企業に馴染んでいく
か、どんなOJTが有効なのかをリサーチしました。実際に現場の
声を聞くと、私たちが大学で学んできた理論的なソリューション
だけではうまくいかない実情を知ることができ、とても貴重な体
験でした。

川井　フィールドワークを重視しているのは政策学部の学びの
特長でもあります。

岸本　確かにそうですね。ただ1年次は座学が中心で、あまり
フィールドワークができなかったんです。そこで政策学部内の有
志の友達とフィールドワークやボランティアを行うサークルを立
ち上げました。先生方が積極的に私たちのサークルの起動に力
を貸してくださったり、自治体の方が活動するフィールドを提供し
てくださったりと、周りの大人がすごく私たちの挑戦を支えてくだ
さったことが印象的でした。こうした活動が後のゼミでのフィー
ルドワークでも活かせたと思います。

川井　これも非常に素晴らしい！ まさに「自分で扉を開く」学び
を自ら実践したのですね。そうした主体的な姿勢こそ政策学部
が学生に求めていることなんです。

中村　私はゼミ活動の一環で「京都か
ら発信する政策研究交流大会」に参加
したことですね。私のゼミは毎年この大
会に出場しており、昨年は3年連続優勝
をかけた重要なタイミングでした。自分
たちの力で連覇を狙う！という気持ちが
強かったのですが、先生にも何度も相談
に乗っていただきました。特に「政策立
案は執行・実施のイメージが大切」というアドバイスは印象的で
す。おかげさまで三連覇を達成。今年は内閣府の大会で優秀賞
をいただくことができました。

今後、政策学部で学んだことをどう活かしていく？
川井　皆さんは政策学部で学んだことをこれからどのように活
かしていきたいですか？

岸本　ゼミの研究では西陣織のフィールドワークを行いました。
職人さんにお話を聞いていると、ネットなどで得られた情報と実

情には大きなギャップがあることを痛感しました。地域で働く人々
の声に耳を傾けることの大切さを学べたと思います。ゼミ活動で
は、チームのなかでどういう立ち位置に自分が立てばいいのか
を考えました。チーム全体のやる気が高いときはサポート役に徹
し、逆にチームの熱量が足りないときはリーダー的な役割を果た
すこと。卒業後は市役所職員として働きますが、仕事でも大切な
のはチームワーク。大学時代の経験があるので、自信を持って仕
事に取り組めると思います。

今江　岸本さんと同じく、ゼミでは「協
働」の大切さを学びました。高校までは
周りを引っ張っていくリーダー的な役割
を果たすことが多かったのですが、大学
からはそれだけではいけない。自分の
アイデアのみならず自分では気づけな
かったような他者のアイデアを尊重して
耳を傾け、全体に目を配って物事を進め
ることの大切さと楽しさを学びました。そのため、サポート役に回
ることが多かったですね。また、自分の関心に応じてあらゆるこ
とを学ぶスタイルが身についたことは良かったと思います。就職
活動の結果、関西のエネルギーインフラ企業に内定したのです
が、その企業では様々な部署を異動しながらキャリアを積んでい
くそうです。入学までは大学で何か一つ「自分の分野を見つけな
きゃ」と考えていたのですが、大学でいろんなことに興味をもち、
それぞれを学んできたことが社会に出てもきっと活きてくるはず
だと感じています。

中村　私は、３年次秋学期に政策学部を卒業（早期卒業）し、次
年度より総合政策科学研究科（大学院）で学び始めます。テーマ
は地方自治に関するもので、都道府県と市町村の連携について。
さらに高いレベルの学びに臨むにあたって、政策立案コンテスト
等で鍛えられた分析力・表現力が役立つと思います。また岸本さ
んと今江さんと同じで、チームのなかでやっていく力は格段に高

くなりました。それまではどうしても「自分」を前に出していくこと
に精一杯だったのですが、他者の強みを見つけてそこから学ぶ
ことが多くなりました。他人を褒めるのが得意になったと思います

（笑）。最終的な目標は政治の世界。政策学部で学んだこと、そ
してこれから大学院で学ぶことを活かして、有益な政策を提言で
きる政治家になりたいですね。

川井　公務員、エネルギーインフラ社員、政治家…政策学部らし
い多様で魅力的なメンバーが揃いました。将来が楽しみです。

政策学部を目指す受験生へのメッセージ
川井　それではこれを読んでいる受験生に向けて、それぞれメッ
セージをお願いします。

今江　とても素晴らしい学びがある、ということに加えて、学部
生みんなの人柄が良いのが政策学部の魅力です。みんなすごく
開放的なんです。学びの自由度が高い学部の性質なのでしょう
か。大学生活で得るものは決して学びだけではありません。それ
ぞれお互いが認め合い、関わり合っていくことで、学びでも好連
携が生まれる。そういう環境が政策学部にはある、ということを
ぜひ伝えたいですね。

岸本　本当に「人」が良いところが政策
学部の魅力ですよね。なんだかとても
前向きな人が多い。サークルやアルバイ
ト、留学などにみんながどんどん挑戦し
ていくのを見ていると、私自身もそれに
影響されて積極的になれました。もちろ
ん学びの環境としても最高です。様々な
専門をもつ先生がいるので、どんなこと
に関心があっても学べる。本当に理想的な環境でした。

中村　私も同じく「人」の良さを挙げたいです。どんな人間であ
ろうと温かく迎え入れてくれるのが政策学部の魅力。本当に集ま
る人材が多様なんです。他のゼミにもたくさん友達がいますが、
彼らと深い話をすることがよくあります。自分とは違う価値観をも
ち、多種多様な考え方をもつ仲間たちと話していると、自分自身
を見つめ直すことにもなります。そんな意味で、人間として成長で
きる環境があるのではないでしょうか。

川井　皆さん「人」をキーワードにした素敵なメッセージをあり
がとうございます。政策学部の教員として私が重視しているのは、
学生個々の「魅力」を引き出していくこと。たとえば授業ではただ
一方的に教えるだけではなく、学生に主体的に議論してもらう。
すると学生同士が共鳴し合って、互いに学び合ってくれます。こ
れから社会は本格的なAIの時代を迎えます。だからこそ、人が集
うことで生まれるエネルギーはますます重要になるでしょう。熱
意をもって意見を交わし、互いを認め合い、高め合う中で育まれ
る思考と創造性こそが、大学での学びを豊かで実りあるものへと
導いていくはずです。皆さんのご活躍を楽しみにしています。

在学生 学部長

CROSS TALK 自分の関心から課題を見つけ、共に考え、

※学年は取材時のもの

学部長
川井 圭司

4 年次生
今江 七菜

3 年次生
中村 壮吾

4 年次生
岸本 真依

解決策を導き出す学びがある。

9 10



経
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学

私は、地域の金融の仕組みをどう整えればよい
のかを研究テーマにしてきました。地域金融機関
と呼ばれる地方銀行、信用金庫、信用組合が、
どのような経営課題をかかえ、どうやって解決し
ようとしているのかを調べ考えることが主な内容
でした。2000 年頃からは、これら金融機関と公
的信用保証との関係に、特に関心をもっていま
す。公的信用保証とは、中小企業が銀行から資
金を借りるときに、国と都道府県が税金を使い
ながら保証人の役目を果たす政策です。私はこ
の政策の有効性にやや疑いをもっていたのです

が、金融危機、大震災、
コロナ禍において、大き
な役割を果たしたとみら
れています。地域の中
小企業のために、より
有効な信用保証の仕組
みを考えていきたいと
思っています。

私の研究テーマは「政策決定への国民参加」で
す。人口減少で地方の自治やコミュニティが成り
立たなくなっています。議員のなり手がないのな
ら、情報技術を活用して、住民総会や電子投票
で解決ができないかと考えたのが、研究のきっ
かけです。日本では、住民発案やリコールが認
められていますが、政策をテーマとした住民投票
は条例を可決しないと実施は困難です。ところ
が、欧州諸国では、地方自治だけでなく、国政
でも、国民発案や国民投票によって国民の政策
決定への直接参加が制度化されています。たと
えば、同性婚や気候温暖化対策の法制化も、国
民主導で実現しています。直接民主制は、人口
規模の大きい国政では困難とされてきました。し
かし、情報技術の進展によって、署名収集や意
見交換、電子投票といった方法で解決可能となっ

ています。こうした直接民主
制を日本の政策決定にどの
ようにすれば導入可能かを
今後も研究を進めていきた
いと考えています。

私の研究は「組織」と「人」の関係です。「組織」
と「人」の関係は、学校での部活動での監督―
部員間での人間関係、職場での上司―部下関
係など、様々なところで展開されています。一見
良いと思える事象であっても、すべての側面に
おいて良いことばかりでないこともあります。例
えば、リモートワークによって働き方が柔軟になる

（＝良いことが起こる）一方で、上司―部下の 
コミュニケーションが希薄化することで部下が組
織や上司に抱く信頼感が低下する（＝悪いこと
が起こる）こともあります。つまり、「組織」と「人」
あるいは人間同士の関係性は、その関係が築か
れる文脈によって、それらのふさわしい在り方が
変化します。不確実性が高くなるといわれる現在
そして近い将来において、「組織」と「人」の関
係がどうあるべきか、その関係
性を（できれば全方位的に）
良くするにはどうするべきなの
か、を日々考えて研究を進め
ています。

私の研究関心は、地方自治体の「組織」を中心
とした様々な問題にあります。一つ目は、組織の
外部との関わりという観点からの研究です。近年
は人口減少が問題になっていますが、高齢化と
少子化が進むと、これまでのような公共サービス
が自治体単独では提供できなくなる可能性があ
ります。そこで、近隣の複数の自治体と「圏域」
というものを構成することで、連携し協力し合っ
ていこうという動きがあります。この時の複数の
自治体間の意思決定に着目し、どのような要素
があれば「圏域」がうまく運営されるのかを考え
ています。また、二つ目は組織内部の問題として、
自治体で働く職員が自律的なキャリア形成や能
力形成ができる仕組みを考えるというものです。
行政組織は企業組織と異なる点も多く、組織の
論理と個人の論理にどう折り合いをつけるかとい
うことに着目しています。最終的に、
自治体組織やそこで働く職員の方々
に還元できるような研究を目指してい
ます。

教授
野間 敏克

教授
入江 容子

教授
田中 秀樹

教授
武藏 勝宏

─卒業生からのメッセージ─

主な担当は、サステナブル・ファイナンスに関する業務で、環境や社会課題の
解決に貢献する事業への融資実績の管理を行っています。在学中は岡本ゼミ
に所属し、国際開発や持続可能な開発について学びました。国際開発は単な
る寄付や一時的な支援ではなく、その国が自立して発展していけるような仕組
みをつくることが重要であるという考え方。こうした学びは、複雑な社会課題を
金融の視点で整理する力が求められる現在の実務で非常に役立っています。
特に、持続可能な発展を長期的な視点で捉える思考法は、銀行としてのサステ
ナビリティ戦略を検討する際に欠かせない力となっています。

政策学部の学びを活かし社会の多方面で
幅広く活躍するOB・OGのメッセージ

モントリオール銀行（カナダ）

持続可能な開発を学び
環境や社会課題の
解決に貢献
吉田 ミッシェルさん

（2019年3月卒業）

同志社大学政策学部では「スポーツの法と政策」を学問として学べることを知
り、入学を志望しました。在学中、言語の壁で打ち解けられずにいた留学生と
バスケットボールをプレーした後、活発なディスカッションができるようになり
ました。まさに「スポーツがもつ力」を実感した瞬間でした。現在はランナー向
けシューズの開発に携わっていますが、政策学部で身につけた「情報収集力」

「問題分析力」「多角的思考力」が開発業務で大いに活かされています。企画・
デザイン・設計等の各部署から幅広く情報を収集し、消費者の真のニーズを
分析した上で、多角的な視点から精度の高い製品開発を心がけています。

株式会社アシックス

スポーツの力を実感して
より良い製品づくりを
目指す
三宅 里奈さん

（2019年3月卒業）

政策学部では一つの課題に対して、どのようにアプローチし、対策を立て、実
行していくのかという方法論とともに、実行した後どのように次へ活かしてい
くかという分析のサイクルを体系的に学べました。放送局での番組制作にお
いても、取材からロケ、撮影、編集など、あらゆる作業を連動させて考えること
ができています。また、学生時代に幅広い分野の知見と多角的な視点を得た
ことで、それを取材や編集に活かせています。スポーツ中継などは、いかに事
前に準備・想定し、本番では素早く思考を巡らせ、目の前の事象に対応でき
るかが大切なので、ゼミでの経験が役に立っていると思います。

NHK（札幌放送局）

体系的・総合的な
学びを活かし
ディレクターとして活躍
青木 佑樹さん

（2023年９月卒業）

行政学および公共マネジメントを専門とする教員として、日々研究と教育に取
り組んでいます。学部時代に真山先生の行政学の講義やゼミ活動で学んだこ
とが、公共性とは何か、行政が社会に果たすべき役割は何かを真剣に考える
契機となり、研究者として生きたいという明確な志へとつながりました。政策
学部での学びは、社会の仕組みが最終的に「民主主義」という原理へどのよ
うに結びつくのかを理解する力が養われました。社会科学の４分野を横断的
に学んで培った総合的な素養は、公共マネジメントの研究者として行政制度
や組織行動、政策効果を検討する際に活かされています。

慶熙大学 行政学科（韓国）

行政学者になる志を果たし
民主的な官僚制の
実現を目指す
姜 慜誠さん

（2013年３月卒業）

活躍のチャンスはあらゆる分野に広がっています。

※率（％）は小数点第 2 位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。

就職DATA

●東京海上日動火災保険
●三菱UFJ銀行
●ＥＮＥＯＳ
●トヨタ自動車
●西日本旅客鉄道（JR西日本）
●国家公務員（財務専門官・裁判所事務官 他）
●地方公務員（都道府県・政令市 他）
●読売新聞大阪本社
●日本生命保険
●島津製作所

●日清食品
●キユーピー
●パナソニック
●キーエンス
●TOPPAN
●全日本空輸（ANA）
●アマゾン・ジャパン
●アクセンチュア
●ジョンソン・エンド・ジョンソン
●日立製作所

メーカー
流通
金融
マスコミ・情報
教育・学習支援
サービス
公共・その他

15.3%

17.2%

17.8% 9.8%
9.2%

30.7%
23.0%

12.9%

1.4%

9.6% 21.5%

10.5%

21.1%

男子 女子

組
織
・
経
営

法
律
学

行
政
・
政
治
学

研究紹介
教員の

Message

就職者の業種別比率（2025年9月、2026年3月卒業生） 主な就職先（2025年9月、2026年3月卒業生）
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私たちが、あなたの学びをサポートします！

教員紹介

学べる主な専門分野 行政・政治学 法律学 経済学 組織・経営

政策学部の教員紹介冊子「ハンドブック」を毎年発行しています。
「ハンドブック」では、研究領域やプロフィールを通して、
教員の素顔の一面を紹介しています。ぜひこちらからご覧ください。

准教授

安達 晃史
ADACHI Koji

交通政策・組織の効率性・
地域政策

教授

足立 光生
ADACHI Mitsuo

投資、市場、企業、ならびに
金融経済教育

教授

藤本 哲史
FUJIMOTO Tetsushi

ワーク・ファミリー・バランス

教授

畑本 裕介
HATAMOTO Yusuke

現代生活の在り方、
社会福祉（行政）の政策分析

教授

入江 容子
IRIE Yoko

地方自治体の組織的問題
－構造・管理・政策－

教授

柿本 昭人
KAKIMOTO Akihito

近代社会の思考システムを
歴史的に探求する

教授

川口 章
KAWAGUCHI Akira

ワーク・ライフ・バランスと
ジェンダー平等

教授

川井 圭司
KAWAI Keiji

スポーツの法と政策

教授

川上 敏和
KAWAKAMI Toshikazu

ゲーム理論の応用、
人や主体間の協力行動

教授

川浦 昭彦
KAWAURA Akihiko

公共選択

教授

風間 規男
KAZAMA Norio

政策をめぐるネットワークの
役割についての研究

准教授

小谷 真理
KOTANI Mari

環境基準の正統性、行政裁量
の統制、気候変動と法政策

教授

久保 真人
KUBO Makoto

働きやすい組織と個人の
ウェルビーイング

教授

武藏 勝宏
MUSASHI Katsuhiro

議会制度、立法過程、
直接民主制

教授

中島 恵理
NAKAJIMA Eri

ローカル SDGs と
ソーシャル・イノベーション

准教授

中尾 祐人
NAKAO Yuto

法学、行政法、行政調査

准教授

根岸 祥子
NEGISHI Shoko

先進国・開発途上国における
国際資本の役割

教授

新見 陽子
NIIMI Yoko

国際開発・国際協力・ジェンダー

教授

野田 遊
NODA Yu

地方自治研究

教授

野間 敏克
NOMA Toshikatsu

地域経済にとって望ましい
地域金融の研究

教授

岡本 由美子
OKAMOTO Yumiko

フェアトレードの
社会的インパクトと今後

教授

大島 佳代子
OSHIMA Kayoko

学校における子どもの人権と
その保障

教授

多田 実
TADA Minoru

感情科学に基づく
マーケティングリサーチ

教授

田中 秀樹
TANAKA Hideki

現代社会における
人材・組織マネジメント

教授

田中 宏樹
TANAKA Hiroki

少子高齢社会の地域経営

教授

富樫 耕介
TOGASHI Kosuke

国際政治学（紛争研究）、
旧ソ連地域研究

教授

月村 太郎
TSUKIMURA Taro

バルカン地域研究、
地域紛争比較研究

教授

吉田 徹
YOSHIDA Toru

政治学
（比較政治学、ヨーロッパ政治）

助教

辻 優太郎
TSUJI Yutaro

高等教育政策、国立大学財政、
政策形成過程

准教授

須川 忠輝
SUGAWA Tadateru

地方自治の制度や 
政策のデザイン

教授

内田 真輔
UCHIDA Shinsuke

環境経済学、実証ミクロ経済学
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https://www.doshisha.ac.jp/

政策学部事務室
〒 602-0047
京都府京都市上京区新町通今出川上ル近衛殿表町 159-1

●京都市営地下鉄烏丸線「今出川」駅から徒歩10分
●京阪電車「出町柳」駅から徒歩25分
●バス停「上京区総合庁舎前」から徒歩3分

烏丸
キャンパス

今出川キャンパス
同志社大学

新町キャンパス

今出川通

丸太町通

御池通

四条通

五条通

←大阪方面 東京方面→

清水五条駅

出町柳駅

三条駅

神宮
丸太町駅

地下鉄
三条京阪駅

今出川駅

丸太町駅

烏丸御池駅二条城前駅

阪急京都線 京都河原町駅

地下鉄東西線

JR（新幹線・京都線）

近鉄京都線

五条駅

京都駅

地下鉄四条駅
阪急烏丸駅

室町
キャンパス

京都御所通
川
堀

線
丸
烏
鉄
下
地

川
鴨

通
町
原
河

通
丸
烏

線
本
阪
京

祇園四条駅Access

政策学部

新町キャンパス

https://policy.doshisha.ac.jp/

政策学部に関する
最新情報はこちらへアクセス！

入試に関するお問い合わせ先
入学センター入学課

入試に関する最新情報

ji-nyugk@mail.doshisha.ac.jp
075-251-3082075-251-3210 FAXTEL

E-mail

E-mail ji-seijm@mail.doshisha.ac.jp
FAXTEL 075-251-3108075-251-3107

募集定員

同志社大学政策学部　2027年度入学試験

■ 一般選抜入学試験
「英語」「国語」「地理歴史または公民または数学」の 3 科目入試です。
「全学部日程（文系）」と「学部個別日程」あわせて最大 2 回の受験が可能です。

■ 大学入学共通テストを利用する入学試験
個別学力検査は課さず、大学入学共通テスト（学部が指定する 3 科目もしくは 5 科目）の 
合計点により合否を判定します。

■ 外国人留学生入学試験
これまでの外国での学校教育を通じて培われた基礎学力等を備え、政策学部で学ぶ高い意欲 
をもつ外国人留学生を募集します。

■ その他
⚫一般指定校制推薦入学試験　⚫「キリスト教主義学校の連携ネットワーク」推薦入学試験　 
⚫上海日本人学校高等部推薦入学試験　⚫同志社国際学院国際部推薦入学試験　⚫法人内各学校推薦入学試験
※対象の高等学校から推薦された者が受験できる入学試験です。一般の受験生は受験できません。

政策学部　政策学科　420 名

入試の種類

授業公開 高校生を対象に授業公開を行っています。政策学部の授業を実際に
体験できる機会ですので、興味のある方はぜひご参加ください。 詳細はこちら▶

入試情報は変更になる場合がありますので、
詳細は入学試験要項や本学ウェブサイトを 
ご参照ください。


